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＜連絡事項＞

· 餅つき大会が12月28日に行われる予定となっていますが、各病棟から[餅をつく方・餅をのばす方]の希望者を募っています。決まり次第担当スタッフ（番地CW）へ報告して下さい。

· 以前、北病棟の水道量を試験的に少なくしていましたが11月21日から全病棟の水道量を少なくしています。患者様より意見があった際は報告して下さい。

· 環境整備担当より、北病棟のマットレスカバーの汚れや破れがある為現状の報告書を作成してもらいましたが、各病棟でクリーニングか発注するのか取りまとめ11月28日（火）までに報告する事としています。北病棟11月24日（金）佐藤AOMへ提出しています。

＜患者様連絡事項＞

· 駒木　学様～本日、起床後より咽頭痛の訴えあり発赤認められ本人より「うがい薬　
がほしい」との訴えあり、内科医へ情報提供しネオヨジンガ－グル1本処方となっています。朝・昼・夕と咽頭痛を訴えた際にうがいを行うよう本人に説明しています。今後はバイタル測定及び咳、発熱、鼻汁、鼻閉等観察を行っていきましょう。
· 大上　なみ様～本日、排便コントロール目的の為、シンラック液１本処方となって　　
います。排便状況の観察・確認を行い、水分補給・腹部マッサージ等促して行きましょう。
　　　　　　　　また、脱肛処置の為ネリプロクト軟膏処方となっています。今後も脱肛部の観察、出血、疼痛の有無について確認し、清潔の保持を含め悪化防止への援助をしていきましょう。

· 十日市　利喜様～本人より床屋に行きたいとの希望がありましたが、お小遣いの残

金が不足との事で本人から医事室へ連絡しお金をおろしてほしいとの訴えがあり、担当スタッフと協議の上床屋代\3,000分お渡ししています。

· 浅野　秀子様～冷たい牛乳を飲んで以降、下痢が続き下剤センナリド4Tから2Tに
減らして様子を見ていましたが、常温の牛乳を飲んでも下痢がある為牛乳・リンゴジュース止めになっていますが、牛乳に変わる物がないか栄養Tへ連絡し確認して下さい。

＜Dr安ヶ平ケースカンファ＞

· 小比類巻　昇様～退院後の生活について本人が自宅から交通機関を利用し外来通

院する事を希望されている為、交通機関の利用の仕方について担当スタッフと本人が話し合っています。最初はスタッフ付き添いでバスで十三日町まで行き、次はラピアまで付き添いでバス利用を行い徐々に単独で出来る様に練習していきます。自宅から交通機関を利用すると料金が多くかかる為、障害者手帳をご家族から持って来て頂き今後の生活について詳しく話し合いを行いたいと思います。本人は青山荘入所を「意味がない」と拒否されていますが、家族へまかせっきりになるのは良くないと本人も自覚しており、社会復帰への訓練をつみ能力の回復が出来れば早く退所出来る事方法もあると、社会復帰への効果的な方法について説明していきましょう。

＜家庭復帰・施設入所検討＞

· 本田　英之様～昨日14：00～下平SW・病棟スタッフ付き添いにてデイケア・青山　　

荘見学へ行かれています。ご家族は退院後の方向性として「お父様は青山荘入所、お母様は自宅・デイケア利用」とご家族のニーズの違いが見られます。ご家族のニーズの一本化を図るように本人ご家族へ関わっていくようにしましょう。今回のデイケア・青山荘見学へ行かれたことについて「先に母に相談する。父が体調が悪くて心配掛けたくない」と話されています。今後は主治医の方針、ご家族の方針、本人の考えを考慮し青山荘入所について、担当スタッフはご家族と面談の場を設けるようにして下さい。また、ご家族が青山荘見学を希望された際は下平PSWへ連絡して下さい。

・坂本　秀男様～「家の事を考えると悲しくなるから。」と言われ、家庭についてあまり話しをしたがりません。現在疾病教室にてステップアップコースを行っていますが、「自分には症状はあてはまらない。ゆくゆくは退院したいけれども…」と話されています。現在はご家族と交流を持つことに消極的な様子見られています。

　　　　　　　　　月1回はランチ外出を勧める等、家族関係が希薄にならないよう援助していく必要があり、ご家族へ本人ともっと関わりを持てるように働きかけていきましょう。

・沢田　三朗様～半年に1回の外泊訓練から月1回の外泊訓練にした所本人より「家

にも慣れてきたから良かった」と話されています。次回の外泊は12月前半と考えていましたが、ご家族は「正月が来るから正月でいいのではないか」と話されていました。前回外泊より帰院の際、病院玄関で本人を車から降ろしてご家族が帰ってしまわれる為、外泊時の本人の様子をご家族からも情報提供して頂く為にも送った際はお手数でも病棟まで来て頂く様に説明しましょう。今後も外泊状況の確認しながら今後の生活設定への認識を深められるよう関わっていきましょう。

・村上　幸子様～退院後の外来通院について、自宅からバス利用すると約2500円掛か

ってしまうと話があり、交通機関の利用について本人と担当スタッフは話し合いを進めて下さい。以前のＳＳＴでは近所の方との付き合い方として、回覧版を渡す際になんと声を掛けるか話して頂くと「回覧版です」とだけ話すと言われています。自己評価の低さ、自信のなさが見られている為、病棟として焦らずにステップアップする為の自信付けを担当と共に検討していきましょう。

＜ＳＳＴミィーティング＞

Ａグループ：今月3週目ですが、短期目標を忘れた方が4名でした。ウォーミングアップは患者様からの意見を取り入れ3文字しりとりを行っています。自己の短期目標を達成する為にはどの様にすればいいのかを発表して頂き、分からない方には皆様より意見を出して頂き話し合っています。

〇次回への課題

　　　　ＳＳＴの基本姿勢（視線・表情・声の大きさ・身を乗り出す・適切な表現）等の技能の必要性を説明しています。

　　　　ＳＳＴ開始から終了までにトイレに行かれた方が3名いました。病棟で事前に済ませてくるように説明しています。

Ｂグループ：小坂様が午後外泊予定である為、Ｂグループに入って頂いています。ウォーミングアップでは皆様から行いたい事を提案して頂いています。多数決でリフレッシュ体操に決まり、小坂様から手本となって頂き行っています。短期目標について半数の方が忘れており思い出して頂き、この一週間がどうだったのか振り返って頂いています。

　　　　　　滝田様は「目標達成はあまり出来なかったが、早く眠れるようになった」と話されています。その後より不調を訴えています。今回は診察時のロールプレイを行って頂いています。主治医に聞きたい事、思っている事を言えるのか？の質問に「上手く言えている」と話される方（田野端様･船場様・上村様・小坂様）、「緊張して上手く言えない」と話される方（村上様・坂本（の）様）の中から3名にロールプレイを行って頂いています。不調を訴え発言が少なかった方もおられましたが、皆様に声を掛け反応が出ていたので良かったと思います。

Ｃグループ：目標設定の3週間後の自己評価をして頂いています。70～90点と自己評価が高い為、残り一週間で不足な点数をどの様に補えば目標を達成出来るのか確認し振り返って頂いています。

　　　　　　元沢様は時折居眠り見られ覚醒の促しを要していますが、最後まで参加する事が出来ています。

〇外泊訓練の為、沢田様には自宅の玄関掃除を宿題として出しています。

Ｄグループ：今回より新しく加賀谷様がメンバーに加わった為、自己紹介・質疑応答から初めています。短期目標についてはだいたいの方が覚えており殆ど達成出来ていた様子です。今回は診察の際に主治医と話が出来ているのかを尋ね、ロールプレイを行って頂いています。上手く出来ていると答えた方が半数以上、緊張して何を言うのか忘れてしまい上手く話せないという方が2名おられました。片方ずつ聞いた際、すぐにロールプレイにもっていけば良かったのですが、上手く言えている方、言えていない方を聞いてからロールプレイにもっていった為、スムーズにロールプレイをして下さる方がおらず、間が開いてしまい盛り上がりに欠けてしまいました。

目標設定し患者様からは出来ていると話されるが、スタッフ側からの出来ていない部分を話し、すぐにロールプレイの場面を設ける事で振り帰る事が出来具体的なイメージがつかめるのではないかと話し合っています。


































